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1 ．「ビッグデータ」時代
　従来から ICT 系学生の就職先では SI（System	Integration）系ベンダーを多かった。しか
し、最近のコンピュータ技術の革新、特に、従来の分析手順では対応できない「ビッグデー
タ」時代にデータを処理し、データに潜む相関性を探し出すためのコンピュータ技術の発展
は、定型的な処理を行うための人的技術を陳腐化させようとしている。オックスフォード大学
マーティンスクールの報告（2013）では、イギリスにおける仕事の内訳のうち 50%、働く人
のうち 1/3 の人が仕事を失う可能性があると報告している。その内訳では製造業が多く芸術や
メディア、法律、医療ならびに教育分野の仕事など人が密接に関連する仕事は代替が難しいと
の予想がつく。しかし、代替が進む仕事に人工知能によって置き換えられる仕事も含まれてい
ることに注意すべきである。つまり、カスタマーサービスや技術サポート、単純事務から、法
律、会計ならびにジャーナリズムといった知的分野に至る職業までがコンピュータ（ロボッ
ト）により代替される可能性があると報告されている。逆に、代替が難しいとされる仕事とし
てはコンピュータ関連、エンジニア関連および自然科学系が挙げられている。
　このような人工知能の関連するものとして、国立情報学研究所の「ロボットは東大に入れる
か」プロジェクトがある。このプロジェクトは、「情報技術分野の未来価値創成につなげると
ともに、人間の思考に関する包括的な理解を内外の研究者とともに深める」ことを目的として
プロジェクトであるが、2014 年 11 月 2 日の新聞記事には、以下のような内容のものが掲載さ
れている。
『東京大学の入試合格を目指している人工知能（AI）「東ロボくん」が，大学入試センター
試験の英語模擬試験で，受験者の平均点を超えたと，国立情報学研究所などが 30 日，発
表した．他の教科はいずれも平均点前後の成績（総合点の偏差値で 47.3）で，全体では私
立大の約 8 割と国公立大 4 校で，「合格可能性が 80％以上」のＡ判定になったという．』
　昨年度が私立大学文系ならば約半数に合格との判定（総合店の偏差値では 45.1）であったの
で、ここ 1 年間での知識学習の力は 1.6 倍程度となったとも解釈できる。このプロジェクトの
（原稿受理日　2014.10.31）
− 223 −
2014 年度の結果に関しては、今年度は特に、英語と国語が平均点を上回り、数学や日本史や
物理ではそうではなかった。これから、コンピュータの不得意とする場面として全体を概観す
る力や常識的な力が求められる場面が想像される。
　近年の「ビッグデータ」時代となってさまざまな話題が取り上げられ、実際の場面でもデー
タをもとにした成果が出現している。例えば、医薬、医療、交通網、犯罪などの分野では、過
去の発生した事象に関するデータをもとにした分析により、予防に役立てている。
⃝	米国ケンタキー州ルイビル市における「喘息」の発生源発見
⃝	日本熊本県の病院における手術後の退院日数の短縮化
⃝	米国サンタクルーズ市における犯罪件数の減少
⃝	米国ロードアイランド州における未熟児の病気予知への応用
⃝	日本ヤフージャパンによるインフルエンザ流行の予測
　このような「ビッグデータ」分析が効果を発揮する業界としては、「ヘルスケア」、「B2B」、
「工業製品メーカー」、「エンターテイメント」、「旅行業」などが特に挙げられるが、全ての業
界での変化であることは論を待たない。
2 ．CRISP-DM から「ビッグデータ」時代の枠組みへ
　ビジネスでのデータ分析活用のために一定の枠組みとしてよく引用されるものに CRISP-
DM（CRoss-Industry	Standard	Process	for	Data	Mining）がある。これは、1996 年に着想され、
1997 年に SPSS,	Teradata,	Daimler	AG,	NCR	Corporation	and	OHRA	の 5 社による開発され
てビジネスでのデータ分析の流れであり、順に 6 つのフェーズ、
フェーズ 1：Business	Understanding ビジネスの理解
フェーズ 2：Data	Understanding データの理解
フェーズ 3：Data	Preparation データの準備
フェーズ 4：Modeling モデル化
フェーズ 5：Evaluation 評価
フェーズ 6：Deployment	実装／展開
からなり、これらが 1 つのサイクルとしても展開される。
データの理解 データの理解
データの準備
データ
モデル化
評価
実装／展開
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　この説明に関して、それぞれのフェーズでの実行内容や全体の PDCA サイクルや個々の
フェーズにおける PDCA サイクルについて説明がなされている場合が多い。しかし、重要で
あるのは、それぞれのフェーズにおいて、どのような人や組織がどのような役割を果たさなけ
ればならないかであり、これに関しても定義されている。しかし、しばしば実際の記述におい
ては、人や組織の役割と重要性が無視されていることがある。人や組織の重要性に関しては
Davenport	and	Harris の Competing	on	Analytics（2007）においても分析力を武器とする企
業において重要であるのは技術ではなく人や組織、そして、経営者からサポートであることが
述べられている。CRISP-DM の枠組みでは、データ分析が意思決定支援として位置づけられ
ているが、「ビッグデータ」時代では、経営者からのサポートのもとにビジネスでの意思決定
を行う点からは、そこでの人はデータ分析者ではなく、「データ分析工学者」とでも呼ばれる
ようになる必要があると考えられる。
3 ．データサイエンスでの人材育成に向けて
　1 で挙げた実例での成果や「データ分析工学者」に関連するが、「ビッグデータ」を扱うた
めの職種としてデータサイエンティストと呼ばれる職種が挙げられている。グーグルのチー
フ・エコノミストであるハル・バリアンは 2009 年に「今後 10 年間、最もセクシ （ー＝魅力的）
な職業は統計家である」と発言し、その後ハーバードビジネスレビュー（2012 年, October）
では「Data	Scientist:	The	Sexiest	Job	of	the	21st	Century」として取り上げられている。こ
のようにデータを扱う仕事（職種）が急速に注目されている。日本においては、この「データ
サイエンティスト」についての人材像が曖昧であるが、仕事の内容で整理すると、（1）非構造
的データからデータを整理するためのデータエンジニアと（2）整理されたデータから相関性
を探し出すモデルを構築するデータサイエンティストと（3）構築されたモデルを実際にイン
プリメントして運用するデータエンジニア、の 3 種類に分けることができよう。しかし、実際
の場面を考えるとビジネスを理解しているプロジェクト	マネジャーや個人情報を扱うための
法律家なども必要である。「ビッグデータ」分析の社会的意義などを考えると、「ビッグデー
タ」をもとにして予測などを行う場合には単なる ICT 専門家のみではなくプロジェクト	マ
ネージャーの役割が非常に重要であることがわかる。2014 年である現在は、「ビッグデータ」
時代の入り口であるが、センサーから生成されるデータやデジタルデータの多様化、Hadoop
などの分散並列計算環境やクラウド環境などにより、データ分析が経営意思決定の支援ツール
から、意思決定の自動化へと劇的に変化した環境にある。一層の技術の進歩のなかで人と組織
の在り方を考えると、特に、多くのデータエンジニア人材が必要とされるが、育成は簡単でな
いために、人材不足は深刻であり、コンピュータ（ロボット）で代替しようとする動きもあ
る。このような中で人材像を考えると、コンピュータでは処理が困難である知的な創造的発想
を持ち、かつ、処理作業も行える人材の育成が浮かび上がっている。これは、自己の専攻分野
が理系であるとか文系であることに関係なく設定される人材像である。
　このような人材育成を大学で行う場合を考えると、難しい技術教育を行うよりも「データか
ら発見する」スキルの育成に重点においた方が望ましいと考えられる。例えば、ニュメラシー
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スキル育成の道具として、表計算ソフト、特に、マイクロソフト社 EXCE® がよく用いられて
おり Word®、Excel®、Powerpoint® の使用方法については大学の基礎教育で行われることが
多い。しかし、その利用においてシミュレーションソフトとして用いている場合の教育は少な
く、集計ソフトして用いられている場合の教育が多いと推察される。このような利用法に関す
る教育のみであると数的な処理能力は育成されるが、ツールとしての理解に止まり、何かの目
標を達成するためにツールとして活用できるかとか、データをもとに創造的な発想を生み出す
能力を育成できているかと考えると十分ではないと思われる。表計算ソフトを用いて、このよ
うな能力育成のためには、（1）様々な状況を想定してシミュレーションを行い、（2）その変化
などを踏まえてビジネスでのアウトカムと結びつけた分析結果を言え、提案できるようになる
こと、が重要になると考えられる。このような思考力と行動力を持つ学生の育成において、教
育側において個々の個人的対応で行うと、習得者である学生にも利活用スキルで濃淡が生じる
ことが予想される。このようなことを避けるためにも、教育側でも、「何のため」にデータを
分析するのに表計算ソフト等を用いるのかの理解をさせることを目標設定として行う必要があ
る。2013 年度においても、ビジネス現場での ICT 利活用のために、以下のようなトランスコ
スモス社による ICT 人材育成科目を展開した。
科目名 講義概要
ビジネスソフトウェア活用
　現代社会においてはビジネス・日常の場を問わず、Excel（表計算ソ
フトウェア）の利用シーンが増加しており、社会人としていまや必要
不可欠な知識・スキルとなりつつある。
　本科目では、実務に即したデータを使用し、テキストに沿って操作
演習を行いながら、Excel 2010 の操作スキルを習得する。
IT アドミニストレータ
　今日の社会では企業での業務に限らず、日常の生活においても情報
通信技術（ICT）が欠かせないものとなっており、今後も ICT の必要
性はより増大していく傾向にある。
　この科目ではその情報通信技術を、特にコンピュータ基礎知識と
ネットワーク基礎知識を中心に修得する。
　尚、本講座を提供するトランスコスモスでは、春学期に「ビジネス
ソフトウェア活用」の IT 講座を提供しており、これらの講座をトータ
ルに受講することにより、IT の基礎能力を育成し、IT 人材への成長
を目指す構成となっている。
　また、学生にビジネス理解を促すことを目的に、これら通常科目とは別個に、2 年生を対象
にした ICT 系企業におけるインターシップ塾をも開講した。1 日の集中インターシップ塾で
あったが、成果のまとめなどで学生の成長が見られた。ビジネス理解からデータの理解での人
の役割をある程度理解させるために、同じ学生を対象にした年 2 回程度の継続的なインター
シッ塾の開催を計画して、その成長を評価する仕組みの構築が必要と考える。
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